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「ラーニング・コモンズ」でテスト勉強中です。
６月23日(金)から後期生（4･5･6年次生）は３日間の定期考査が始まります（27日

まで）。前期生（1･2･3年次生）も６月26日（月）と27日（火）に定期考査が実施さ
れます。そのため，校内は「勉強モード」に満ちています。
2016年12月１日（木）にオープンした「ラーニング・コモンズ」も大盛況です。
１階の吹き抜け部分の「生徒ホール」を改造した「ラーニング・コモンズ」は，オー

プン時にドリーム第135号で紹介したとおり「学びの共有空間」です。
本校には，別館の「ブライトホール」，２階の「Self Study Space」，１階の「図書

室」など，教室以外にも自習のできる空間がたくさんあります。グループで「学び合い」
「教え合い」ができる「ラーニング・コモンズ」も人気の空間となっています。
実は，この「ラーニング・コモンズ」で，少人数の授業を実施している先生もいます

し，科学研究部ロボット班のデモンストレーションの場にもなっています。
私は，「アクティブ・ラーニング」は，教室での授業中だけに行うものでなく，あらゆ

る空間・あらゆる場面で行われるべきだと考えています。そのために，「ラーニング・コ
モンズ」を作りました。大学では「ラーニング・コモンズ」を設置する所が出てきまし
たが，中学校・高校ではパイオニア（先駆者）です。そのため，学校訪問に見える方々
には，必ずこの空間を紹介し，説明するようにしています。
私は，「ラーニング・コモンズ」が「年次を越えた学び合いの空間」になるといいなと

考えています。自然体の「ＴＯ学習」です(^_^)。
ゆるやかな利用ルールはありますが，基本的には「自由な学びの空間」です。使い方

は，生徒の皆さん次第です。皆さんのアイデア，先生方のアイデアでこの「空間」を盛
り上げてください。そして，全国の中学校・高校のモデル空間にしていきましょう！！


